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※より安全な緊急避難場所への移動も考え、

職員は的確な判断→指示→行動をとる

 

[image: image2.emf] 

※より安全な緊急避難場所への移動も考え、

職員は的確な判断→指示→行動をとる

 

















































































保育施設等が火元の場合





火　災





職員への明確な指示





２　子どもの避難





上記の手順で指示された避難場所へ





１　情報の収集に努める


　　消防署に指示に従う





必ず、保護者に引き渡す


子どもの人員把握、健康観察


（可能なら迎えの依頼）





保護者へ連絡





「１１９」への通報





あわてさせず、不安がらせず





子どもの避難





第１避難場所　○○○


第２避難場所　△△△





避難が必要





自衛防火組織体制





施設長


(主任等)





火元の確認・初期消火・ガス栓を閉める





子どもの誘導





避難場所を指示し、


速やかに避難させる





○○保育所（園）です・火事です


場所は……


電話番号は……


目標物は……


出火場所は……


人数は……


通報者は……





子どもの人員点呼、健康観察





子どもへの注意


①おさない


②はしらない


③しゃべらない


④もどらない





★ドアを閉める


（空気が入ると火のまわりが早い）


★速やかに外に出る（安全な場所へ）


★避難誘導者が人員点呼（管理者に報告）


★煙の場合はハンカチ使用、姿勢を低く





非常持ち出し





◎職員の協力体制・役割分担確認





緊急連絡カード・出欠表・携帯電話


救急用具・保育原簿・卒園児名簿





子ども家庭局こども施設企画課へ報告


５８２－２４１３





正確な事実を確実に





※　連絡がとれないこともあり得るため、緊急避難場所や避難経路について、周知徹底を図っておく


※　連絡がとれない場合は、あわてずに避難場所で待機し、保育施設等内には避難先を掲示する





災害が大きい場合の事後処理（火災・地震・風水害）


◎関係機関との連絡調整		　　◎被害状況の報告


◎翌日からの保育についての対応	　　◎保護者への協力要請





・出火場所・火災の程度


・周辺の危険個所・風向き





保育施設等周辺が火災の場合





３　保護者へ連絡





その後は上記の手順参照





施設長


（主任等）





地　震





子どもの避難





自衛防火組織体制





職員への明確な指示�な指示





火元の確認・初期消火・ガス栓を閉める





子どもの誘導①





あわてさせず、不安がらせず





情報収集に努める





判断材料


津波情報を確認





落下物のない安全な場所に集まる


あわててすぐ外へ出ない！





子どもの誘導②





★出入り口の戸を開ける


（避難経路の確保）


★避難経路に毛布を敷くなど子どもへの安全対策を行う


★靴を履かせるまたは、


持たせて避難させる





避難場所を指示し、


速やかに避難させる





第１避難場所　○○○


第２避難場所　△△△





※ 子どもの人員把握、健康観察





より安全な緊急避難場所への移動も考え、


職員は的確な判断→指示→行動をとる





子どもへの注意


①おさない


②はしらない


③しゃべらない


④もどらない





非常持ち出し





緊急連絡カード・出欠表・携帯


救急用具・保育原簿・卒園児名簿





子ども家庭局こども施設企画課へ報告


５８２－２４１３








◎職員の協力体制・役割分担確認





保護者への連絡





正確な事実を確実に





必ず、保護者に引き渡す


子どもの人員把握、健康観察（可能なら迎えの依頼）











※　連絡がとれないこともあり得るため、緊急避難場所や避難経路について、周知徹底を図っておく


※　連絡がとれない場合は、あわてずに避難場所で待機し、保育施設等内には避難先を掲示する





災害が大きい場合の事後処理（火災・地震・風水害）


◎関係機関との連絡調整	　　◎被害状況の報告


◎翌日からの保育についての対応　　◎保護者への協力要請





施設長


（主任等）





風水害





職員への的確な指示�な指示





子どもの避難





自衛防火組織体制





火元の確認・初期消火・ガス栓を閉める





子どもの誘導①





あわてさせず、不安がらせず





まずは安全な場所に集まる





情報収集に努める





子どもの人員把握、健康観察





判断材料





安全な場所での保育





★浸水・窓ガラスの破損などが起こりうることを想定する


★職員は建物や施設周辺の被害状況を把握する


★園庭や周辺の物を整理する


する。





施設外への避難が必要





子どもの誘導②





避難場所を指示し、


速やかに避難させる


子どもの人員把握、健康観察








第１避難場所　○○○


第２避難場所　△△△





※ より安全な緊急避難場所への移動も考え、


   職員は的確な判断→指示→行動をとる





※非常持ち出し





子どもへの注意


①おさない


②はしらない


③しゃべらない


④もどらない





緊急連絡カード・出欠表・携帯


救急用具・保育原簿・卒園児名簿





子ども家庭局こども施設企画課へ報告


５８２－２４１３








◎職員の協力体制・役割分担確認





保護者への連絡





正確な事実を確実に





必ず、保護者に引き渡す


子どもの人員把握、健康観察


（可能なら迎えの依頼）








※　連絡がとれないこともあり得るため、緊急避難場所や避難経路について、周知徹底を図っておく


※　連絡がとれない場合は、あわてずに避難場所で待機し、保育施設等内には避難先を掲示する





災害が大きい場合の事後処理（火災・地震・風水害）


◎関係機関との連絡調整	　　　◎被害状況の報告


◎翌日からの保育についての対応　　　◎保護者への協力要請





正当な理由あり








正当な理由なし








※　明らかに不審者の場合は、ただちに１１０番通報を行うこと





（挨拶、要件を聞く）





不審者対応








訪問者





警察による逮捕


職員による確保





声かけ





再侵入





隔離





事件直後対応・措置





隔離できず





組織対応②





要請拒否


不審者侵入





事務室へ案内





退去要請





要請に応じる





施設外退去














組織対応①





○○交番に連絡


○○○－○○○○





・隔離


・１１０番通報


・関係機関への連絡


子ども家庭局こども施設企画課


５８２－２４１３








警察へ引き渡し





・子どもの安全確保


・警察との連携





負傷者発生





警察へ引き渡し





組織対応③





・１１９番通報（救急車要請）


・応急手当


・病院へ搬送





  侵入者かどうか判断できない場合


○一人での対応は避ける


○相手を刺激しないように対応する（言動に注意）


○対応が必要な場合は速やかに事務室等に案内し判断をする


○判断が難しい場合は，警察などの協力依頼を考える


※　子どもの安全確保のための園内連絡を行う
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